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ならしの  はたらく  
～夢に向かって共に働く願いを込めて～ 

 

 

 

 
 
                  

山本さんは、大手食品会社の労働組合に長年勤務し
たご経験のなかで、精神的に不調となり休職した人達
の復職の難しさを目の当たりにされ、障がいを持って

いる人、働きたい人の支援をしたいと、40 代半ばで福祉業界に飛び込みまし
た。誰しもきれいでおしゃれなオフィスで働きたいという思いがあるはずと
いう考えから物件を探し、ご縁があったのが習志野市でした。５年前に設立
し、現在は、同ビルの１階から４階まで、５か所に事業所を構えています。 
 

 

データチェック・入力、illustrator
イラストレーター

（グラフィック

デザインソフト）を使用してのデザイン、加工、ア

クセサリー作成・実店舗での販売など仕事は多岐にわたります。その他にもホームページデザイン

のプログラミング、画像作成など、利用者の方は真剣に取り組んでいました。それぞれ事業所に

は、パソコンが何台も整然と並んでいて、まさに「オフィス」でした。また、施設外就労として、

社外物流センター内での段ボール回収、食品工場内でのパック詰め、デイサービス事業所のバス洗

車なども行っています。 
 

サンロードのオフィス内外での訓練を通じて、年間 10 名弱の利用者の
方が一般企業等での就職へ結びついています。また、それらの方々が
職場で長く安心して働き続けられるよう、定期的な面談や企業訪問に

よりフォローしています。 
 

職員のスキルアップ、底上げが必要と感じているとのこと。また、利用者
に対する支援だけでなく、仕事の売上を上げていかな
ければならず、支援と売上両立の難しさがあります。 

 
「地域との接点」を持ちたいとの思いから、何がで

きるかを模索し、３階の事業所の入口の隣に、レンタ
ルスペースを作ろうと思い立ったそうです。パン屋さ

んに出店してもらい利用者の方が販売のお手伝いをしたり、地域の商店街に
月１回貸し出して、ビラ配りのお手伝いをしました。 

 
誰もが助け合いながら暮らしていける 
社会を目指して  

障がい者の施設というだけで、同じ土俵で見てもらえない現実があり
ます。将来は、経営を安定化し、障がいのある人もない人も共に助け合い
ながら暮らしていくことができる「共生社会」の実現を目指していきた
い。優しい語り口でしたが、明るくて、前向きな山本さんのお話でした。 

 
【お問い合わせ】株式会社ミナアス 047-411-7270（受付時間：平日 9:00～17:30） 

 

 

設立のきっかけ 

      大切なこと 

事業所で行っていること 

 

 

 

 

京成津田沼駅コンコース直結のサンロード津田沼ビルの中に、株式会社ミナアスのオフィスはあります。

会社名は、『皆（みな）で、明日に向かって』という思いを込めて付けたもので、現在、就労系障害福祉サー

ビスと呼ばれる就労継続支援 A 型・B 型、就労移行支援、就労定着支援の 4 事業を実施し、合計 80 人近い

方々を主に就労面から支援しています。代表取締役の山本健二さんにお話を伺いました。 

株式会社ミナアス代表取締役 

山本 健二さん 

就労支援と職場定着の支援 

悩みもあります 

地域に貢献したい 

 事業所の作業風景 



［発行所：習志野市障がい者地域共生協議会 発行人：松尾公平］ 

 

 
 

 

就労系障害福祉サービスって？ 
企業などでの一般就職を目指す方、働くためのスキルと自信をつけたい方、一般就労は難しいけど、福祉

の枠組みの中でサポートを受けて働きたい方など、それぞれに合ったサービスを利用することができます。 
 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取材後記 

■車椅子移動や杖歩行の方の姿も見られましたが、皆さん PC は勿論、UV プリンターやレーザーカッター等

の高性能機器を使いこなしていて、ハンディキャップを全く感じさせない仕事ぶりが印象的でした。（武井） 

■仕事とは「会社や組織に自らが合わせるところからのスタート」と考えていたことが、ミナアスさんでは 

「あなたはなにができるの？」からスタートし、ご本人の仕事を創出するというお考えに驚きました。（松） 

                                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

【お問い合わせ】習志野市障がい者地域共生協議会（通称「ならとも」） 
 
 …障がい当事者の家族、福祉事業所、行政機関の職員等が集まり、障がい者の地域生活を支える

ための活動や検討会を行っています。 
事務局：習志野市 障がい福祉課 習志野市鷺沼2丁目1番1号 

電話 047（453）9206 FAX 047（453）9309 
ならたく  習志野 検索 

絵：遠藤 美里 

わたしたちは、『きらっといっぽの会』（※♪）です。 
市のホームページに子育てエピソードを連載しています。子育て
は障がいのある子もない子もいっしょです。ぜひごらん下さい！ 

インスタグラム 

(※♪)『きらっといっぽの会』 は

市民活動団体です。 
ホームページ、インスタグラムは
左記QRコードよりご覧ください。 

ホームページ 

就労移行支援 
ご本人が企業などへの一般就労を希望し、知識・能力の向上のための訓練や職場実習等を行うことに

より就労が可能であると見込まれる方に対して、就職支援や職場開拓、就労後の定着支援を行います。 

 

就労継続支援 A 型（雇用型） 
企業などで就労することが困難な障がいのある方に対して、雇用契約に基づく就労の場の提供を通じ

て、生産活動の知識及び能力の向上を図るために必要な訓練を行います。 

就労継続支援 B 型（非雇用型） 
企業などで就労することが困難な方で、配慮された環境であれば働くことが可能な方に、雇用契約を

結ばない就労の場の提供を通じて、生産活動の知識及び能力の向上や維持に必要な訓練を行います。 

就労定着支援 
就労に伴う環境変化により課題が生じている人に対し、企業などでの就労継続を図るため、関係各所と

の連絡調整、雇用に伴い生じる各問題に関する相談、指導・助言などの支援を一定期間行います。 

他のエピソードも公開中！

このQRコードから習志野市

のホームページをご覧くだ

さい。 

絵：遠藤美里 

『忘れても大丈夫』 

息子が小学校高学年の時のお話です。  

週末に給食の白衣の持ち帰りを忘れていたことを、月曜

日の朝に気づいて、息子はパニックに！ 

しかたなく学校はお休みし、私は先生に状況を話がてら白

衣の回収へ。もちろん先生は「そんなこと気にしなくていいの

に～（笑）」と。でも息子にとっては、先生に怒られるかも、友

だちに何か言われるかも・・・がとっても恐怖。先生の怒るポ

イントが分かるまでは些細なことでビクビクしてます。 

こんな時、私まで一緒にハラハラしてもしょうがないので、

息子の前では「そんなの大丈夫よ～」って、いつも大袈裟に

笑い飛ばしてます！ 


